
セ
ン

た
と
仰
へ
、
そ
の
机
抹
と
訴
す
る
も
の
を
土
中
よ
り

創
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
往
々
に
し
て
慌
奥
の

mが

あ
っ
た
と
い
ふ
O

天
保
年
巾
制
促
之
、
訴
の
邸
内
に
合

併
せ
ら
れ
た
。

ゼ
ン
チ
ョ
ウ

鵡
長

l
テ
Y
ケ
イ
ゼ

y
チ
ョ
ウ

天
技
部
長
。

セ
ン
チ
ョ
ウ
ジ
事
長
寺

石
川
細
川
金
石
の
味
噌

屋
町
に
在
っ

て
、
民
宗
架
振
に
臨
す
る
。

セ
ン
チ
ョ
ウ
ジ
事
長
寺

河
北
側
白
尾
に
在
っ

て
、
前、世
間取
訴
に
関
す
る
。

セ
ン
チ
ョ
ウ
ジ
事
長
寺

泊
羽
咋
郡
訓
代
に
在
っ

て
、
同m石
市
東
慌
に
図
す
る
。

セ
ン
ツ
ウ
ジ
奪
還
寺
河
北
部
松
山
叫
に
在
っ
て
、

流
宗
斑
仮
に
回
ず
る
。

セ
ン
ツ
ウ
ジ

専
一
通
寺

臨
島
郡
上
川
に
在
っ
て
、

侭
宗
一
束
振
に
回
す
る
。

ゼ
ン
ツ
ウ
ジ

誓
温
寺

政
争
点
制
削
(
部
活
名
〉
に

在
っ
て
、
国
間
宗
一
県
涯
に
鴎
す
る
。

ゼ
ン
ヅ
カ
イ
ハ

銭
塚
山
石

l
ゼ
ユ
ヅ
カ

銭
塚
。

セ
ン
テ
キ
泉
滴

』
コ
ザ
ソ
セ

y
テ
キ

E
山

山市
摘
。セ
ン
ド
ウ
カ
イ

般
道
曾
江
泊
部
縮
交
捕
の
飴

・
引
等
に
よ
っ
て
組
織
せ
ら
れ
た
廻
抑
制
合
で
、
沈
政

八
年
に
制
力

L
、
滞
米
に
は
台
民
三
十
四
名
を
有
し

た
。
明
治
十
六
年
解
散
。

ゼ
ン
ド
ウ
ジ

菩
滋
寺

金
滞
山
上
町
に
在
っ

て
、

妙
脅
山
と
川
町
し、

開
閉
土
宗
に
闘
す
る
。
普
杷
に
見
永

十
六
年
良
仲
間
銘
柄
の
創
京
、
開
悲
旦
那
は
尾
川出
町
訪

問
屋
次
郎
兵
衛
と
あ
る
。

ゼ
ン
ト
h
y
ザ
ツ
キ
漸
得
難
記

サ
六
加
。
森
印

刷
附
昌
首
相
。
元
徹
・正
保
・亭
保
中
の
毎
銭
で
、
年
来
捗

慰
し
た
昨
柏
町
の
奴
滋
及
び
問
告
の
町
出
集
で
あ
る
o
文

総
漸
得
加
担
は
三
十
八
加
で
、
談

m良
郷
の
一
世
O

五

セ
ン
ト
ク
シ
ユ
ウ
仙
徳

集

=
一加。

明
治
十
三

年
八
月
什
八
日
東
京
で
前

m
m淡
の
古
印
刷
の
到
を
行

う
た
降
、
金
抑
仰
の
萄
鼠
之
宇
一
蹴
す
る
刊
品
、
向
樹
大
台

を
賂
山
跡
祉
に
凶
い
た
こ
と
や
4

担
す
ろ。

セ
ン
-
一
チ
ヅ
カ
千
目
塚

石
川
州
市
抗
野
新
ハ
後

地
H
M煎
村
〉

に
あ
る
。
金
保
千
日
間
雨
伐
院
の
寺
砲

に
、
雌
刷
出
と
い
ふ
品
川
が
、
伊
勢
大
榊
宮
に
千
日
の山富

飽
そ
な
し
て
、
文
総
四
年
八
月
本
凶
に
郎
り
、
千
日

山
雨
費
院
を
怨
て
、
際
安
二
年
=
一月
切
一
日
九
十
六

歳
で
石
川
郡
泉
野
の
原
で
-
入
定
し
た
。
凶
っ
て
そ
の

塚
を
千
日
探
と
い
」
と
あ
る
。

加
釘
古
跡
考
に
は
、

白
山
匙
へ
千
目
指
を
行
ひ
、
関
前
ち
て
こ
の
尿
を
築

セ
ン
ニ
ン
ヅ
カ
千
人
塚

河

北

部
前
谷
持
山
の

内
に
三
個
の
股
が
あ
ろ
。

問中
一
人
針
佐
々
木
四
郎
居
住

の
筒
飢
人
の
死
骸
校
集
め
た
即
時
で
、
内

一つ
は
続開揮

で
あ
ろ
と
い
ひ
、
U
A

附
近
に
あ
る
防
山
は
、
佐
々
木

四
郎
の
建
立
し
た
問
先
坊
の
あ
っ
た
別
で
あ
る
と
も

い
ふ。

四
郎
の
何
人
な
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

セ
ン
=
ン
プ
千
人
央

大
田
山
寺
械
の
み
に
在
っ

た
怒
公
人
で
、
小
者
の
一

一純
で
あ
る
が
、
江
戸
邸
に

多
〈
、
総
地
に
少
か
っ
た
。
訓
掛
の
所
管
に
闘
し
、

消
候
が
江
戸
来
伎
の
際
非
役
で
随
行
し
、
設問出
・ム口

湖閉山

・
耐
川
町
田
守
の
手
代
り
や
一な
L
、
叉
は
臨
時
の
使

役
に
任
じ
、
江
戸
に
在
つ
て
は
務
侯
の
出
行
に
従

ひ
、
緋
務
に
似
役
せ
ら
れ
る
が
如
き
邸
に
日
る
も
の

で
あ
っ
た
。

ゼ
ン
ト
h
y
ジ
シ
イ
ン

善
徳
寺
支
院

金
仰
土
取

鍔
城
端
川
に
在
る
。
結
巾
械
伸
明
抗
日
徳
寺
の
餅
加
で
あ

っ
た
が
、
後
支
坊
に
改
め
、
明
治
イ
二
年
支
院
と
僻

し
た
。

代
の
組
問
問
畠
の
諾
し
た
漸
得
統
杷
に
倣
う
た
も
の

一
い
た
と
し
、
越
殺
到
三
州
芯
に
は
、
見
永
十
四
年
か

で
、
寛
政
切
か
ら
の
問
自

・
奴
訟
も
あ
る
が
、
多
〈

一
ら
十
九
年
ま
で
伊
勢

へ
容
潟
L
、
朴刊
来
悲
な
〈
千
日

は
文
政
よ
り
安
政
中
の
銃
録
で
あ
ろ
。
初
め
は
依
史

一
の
教
に
減
ち
た
か
ら
、
そ
の
廿
出
品
聞
所
刻
し
て
僻
を
女

淵
と
も
漸
得
紙
記
後
集
と
も
い
う
た
。
史
に
約
々
漸

一
て
た
が
、
後
酔
附
加
し
て
卒
保
十
四
年
附
出廷
し
た
と
あ

得
勝
記
十
抗
慨
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
良
郷
の
子
平
次

一
る
。
こ
の
世
間山
の
こ
と
は
m
JH
で
あ
ら
う
が
、今
存
す

が
座
右
の
紙
記
で
あ
る
。

一
る
仰
に
は
、『
器
供
養
伊
勢
雨
太
神
宮
究
千
日
大
阪
成

セ
ン
ト
h
y
ジ

尊

重
寸
河
北
畑
道
松
に
在
っ
て
、
一
就
。
(布
行
〉町
永
十
九
年
況
月
昔
日
。
(
左
行
込
町
、

一

『

船
鵬

ρ
-

角
川
刷

uw
aN
-

四
時
宗
京
振
に
図
す
る
。
初
め
諮
問
は
若
松
切
に
住
し
、
一
制
御
口
平
等
利
命
。
阪
引
加
弘
金
仰
向
従
院

h
l一。』

之
守
本
山
市
寺
と
も
い
う
た
が
、次
い
で
雌
悶
絶
し
た
録
、
一
と
あ
る
か
ら
、
~州
大
制
作
山
の
部
一
非
加
で
、
上
把
の
出
帥

念
剖
と
い
ふ
者
名
踏
の
失
は
れ
ん
こ
と
特
必
へ
、
史

一
設
は
凡
ベ
て
測
で
あ
り
、
千
日
深
と
い
ふ
も
抗
千
日

に
寺
を
若
松
的
の
祉
に
創
め
て
松一陣
山
事
徳
寺
と

m
一
~
出
荷
省
略
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

し
た
。
寺
視
に
は
念
聞
の
科
興
青
天
文
巾
と
し
て
ゐ
一

セ
ン
=
チ
マ
チ
千
田
町

金
祁
の
町
名
で
、
覚

る
o
i
ホ
ン
セ
Y

ジ

本

泉
寺

一
文
以
前
よ
り
の
抑
制
で
あ
る
。
日
町
に
千
日
山
雨
明は院

セ
ン
ト
h
y
ジ

尊
徳
寺

町出
向
仰
山
に
迩
っ
て
、

一
が
あ
ろ
に
依
っ
て
白
づ
け
た
。

由
民
世
間
取
仮
に
凪

す

る

。

一

セ
ン
ト
ナ
ジ

尊
徳
寺

臥
荒
川
伸
利
川
に
在
っ
て
、
一

認
宗
煎
援
に
回
す
る
。

セ
ン
=
ユ
ウ
ジ

選
入
寺

て
、
興
宗
取
仮
に
閲
す
る
。

セ
ン
ニ
ン
ガ
イ
ハ
ヤ
仙
人
ヶ
窟

能
楽
部
油国市，

瀬
沼
泉
か
ら
の
白
山
積
路
中
、
別
市
坂
か
ら
上
に
在

る。

臨
品
川
川
七
地
に
在
つ

セ
ン
ノ
ス
ギ
千
ノ
杉

河

北

畑一
出
ケ
庄
に
闘
す

る
部
孫
。

セ
ン
ノ
ド
ウ
千
の
堂

石

川

抑
制
策
持
山
の
内

に
千
の
常
の
加国
制
が
あ
る
。
加
賀
古
跡
考
に
、
昔
は

白
山
制
定
の
役
来
に
こ
の
山
道
そ
沼
泊
し
た
が
、
そ

の
休
息
止
宿
の
閉
山
に
諮
っ
た
堂
だ
と
記
し
て
あ
る
。

然
れ
ば
千
の
常
は
都
定
設
の
抑
靴
で
あ
ら
う
か
。

ゼ
ン
ノ
ヤ
チ

菩
ノ
谷
内

臨
安
部
久
手
川
の
内

の
小
手
。

セ
ン
パ
ツ
ダ
ユ
ウ
千
羽
津
太
夫

初
め
御
民
間

方
坊
主
よ
り
出
で
、
卒
保
二
年
御
歩
前
と
な
。
、
九

年
新
知
百
三
十
石
を
得
て
組
外
に
地
み
、
イ
七
年
間

御
土
磁
器
行
に
任
じ
、
波
路
八
年
捜
し
た
。

セ
ン
バ
マ
サ
ヒ
サ
千
羽
正
久

泌
都
庄
志
衛
門
・

彦
太
夫
、
初
前
政問桁
O

詑
政
九
年
家
職
百
三
十
羽
を

• 

ゼ
ン
ネ
イ

善
翠

l
フ
ツ
イ
ン
卵
胞
。

セ
ン
ネ
イ
ジ
千
翠
寺

悶
京
都
町
制
宗
総
待
寺

の
山
内
に
在
っ
て
、
川
山
内
併
法
胞
に
回
し
、
長
級

二
年
惟
忠
が
草
創
し
た
と
い
ふ
が
、
今
は
帆
い
。

セ
ン
ネ
ン
ジ

専
念
寺
石
川
郡
娯
ヶ
附
に
在
っ

て
、
由民
宗一恥一
極
に
図
す
る
。
も
と
専
念
坊
と
摂
し
た

が
、
明
治
十
二
年
三
日
付
今
の
寺
川
町
に
即
め
た
。

セ
ン
ネ
ン
ジ

専
念
寺

羽
咋
初
安
悌
見
に
在
っ

て
、
由
民
宗
取
波
に
回
す
る
。

セ
ン
ネ
ン
ジ

専
念
寺

臨
島
郡
大
泊
に
在
っ
て
、

認
宗
夜
振
に
邸
す
る
。

セ
ン
末
ン
ジ

事
念
寺

臥
京
都
思
に
在
っ
て
、

認
宗
取
振
に
因
す
る
。

セ
ン
ネ
ン
ジ

専
念
寺

珠
洲
榔
吉
家
に
在
っ
て
、

認
宗
破
滅
に
邸
す
る
。

ゼ
ン
ノ

善
野

珠
洲
郡
何
阪
の
内
の
小
字
。

ゼ
ン
ノ
ガ
ハ

善
野
川

」
ウ
カ
ヒ
ガ
ハ

鵜
伺

川
川
。

四
七
回


